
部 局 長 会 議 議 事 要 旨 

 

日 時 令和元年１１月２０日（水）１３時５９分～１６時０９分 

場 所 本部棟４０１会議室 

出 席 者 西尾総長、金田、田中、三成、河原、尾上、中谷、工藤、鈴木 各理事、 

      佐藤、栗本、豊田 各副学長、 

竹村（外）、福永（文）、川端（人）、中山（法）、谷﨑（経）、田島（理）、森井

（医）、今里（歯）、土井（薬）、馬場口（工）、狩野（基）、岡田（言）、松野（国

公）、村田（情）、吉森（生）、水谷（高）、谷池（小児）、岡田（微）、菅沼（産）、

中川（蛋）、堀井（社）、田中（接）、兒玉（レ）、木村（医病）、村上（歯病）、 

有川（国際）、永田（博）、加藤（日日）、中野（核） 各部局長 

欠 席 者 下條（サ）センター長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 守山（キャ）、竹田（免） 各部局長、 

粟津（経企）オフィス長 

代理出席者 降籏（サ）教授 

 

 

○ 前回議事要旨（案）の確認 

前回（１０月１６日）の議事要旨（案）について、特に意見等があれば１１月２６日（水）

までに総務部総務課企画調整係へ提出の上、確定することとした。（なお、同日までに意見

の提出はなく、原案のとおり確定した。） 

 

 

議 事 

 

 

１ 学位論文（修士論文及び博士論文）における不正行為防止の徹底について 

田中理事から、配付資料に基づき、学位論文における不正行為防止の徹底について説明が

あり、種々意見交換が行われた。 

 

２ ２０２０年度（令和２年度）の運営費交付金の配分における共通指標について 

三成理事から、配付資料に基づき、２０２０年度の運営費交付金の配分における共通指標

に係る国立大学協会の動向について説明があり、続けて西尾総長から補足説明及び本件へ

の対応についての協力依頼があった。 

 

３ 令和２年度総長裁量ポストの配分について 

三成理事から、配付資料に基づき、令和２年度総長裁量ポストの配分案について説明があ

った。 

 

４ 部局評価制度における評価方法について 

三成理事から、配付資料に基づき、部局評価制度における評価方法について説明があり、

種々意見交換が行われた。 



 

５ ２０２１年度以降の入学者選抜に関する公表事項の見直しについて 

豊田副学長から、配付資料に基づき、２０２１年度以降の入学者選抜に関する公表事項の

見直しについて説明があり、続けて西尾総長から、受験生のことを第一に考えて対応する旨

の補足説明があった。 

 

６ 情報セキュリティ研修（e-ラーニング）実施状況及び情報セキュリティインシデントの 

報告について 

尾上理事から、配付資料に基づき、情報セキュリティ研修（e-ラーニング）実施状況及び

令和元年４月から１０月に発生した情報セキュリティインシデントについて報告があった。 

 

７ 「研究力の分析に資するデータ標準化の推進に関するガイドライン」に係るデータの提供 

について 

  尾上理事から、配付資料に基づき、「研究力の分析に資するデータ標準化の推進に関する

ガイドライン」に係るデータの提供について説明があった。 

 

８ 教員の懲戒手続きの見直しについて 

鈴木理事から、配付資料に基づき、教員の懲戒手続きの見直しについて説明があった。 

 

９ ハラスメントに関する教職員の意識について 

栗本副学長から、配付資料に基づき、ハラスメントに関する教職員の意識について調査結

果の報告があり、併せてハラスメント防止等に関する取組の充実について改めて依頼があ

った後、種々意見交換が行われた。 

 

１０ 事務組織改革について 

鈴木理事から、配付資料に基づき、ОＵ事務改革推進会議における事務組織改革に係る検

討状況について説明があった。 

 

１１ その他 

（１）財務レポート２０１９について 

中谷理事から、配付資料に基づき、財務レポート２０１９を作成したことについて報告が

あった。 

 

（２）国立大学法人大阪大学本部防災マニュアルについて 

鈴木理事及び山本安全衛生管理部副部長から、配付資料に基づき、国立大学法人大阪大学

本部防災マニュアルを作成したことについて報告があり、併せて各部局における防災マニ

ュアルの作成について依頼があった。 

 

（３）大阪大学２０２５年日本国際博覧会推進委員会の設置について 

河原理事から、配付資料に基づき、大阪大学２０２５年日本国際博覧会推進委員会の設置

について説明があった。 



 

（４）「第４回 大阪大学豊中地区 研究交流会」の開催について 

田島理学研究科長から、配付資料に基づき、１２月１７日に開催する「第４回 大阪大学

豊中地区 研究交流会」について案内及び参加依頼があった。 

 

 

○ 西尾総長及び栗本副学長から、総長と大学院生との対話集会を開催したことについて報

告があった。 

（以上） 


